
熱効率50%達成への本チームの寄与

熱損失の低減
・ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝ ・ｼﾘﾝﾀﾞ内流動の適正化
・遮熱材の利用

図示仕事の増大（図示熱効率の改善）
・燃焼の改善
ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ：ﾘｰﾝﾊﾞｰﾝ，ﾛﾝｸﾞｽﾄﾛｰｸ化
ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ：高分散燃焼

≪エネルギーバランス≫
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機械摩擦損失の半減（高面圧・低粘性化）

排気ｴﾈﾙｷﾞｰ有効利用
・ターボ過給の高効率化（60数%達成）
・排熱回収（燃料改質・熱電素子の利用）

≪本チームの技術課題≫

目的達成のための構想

エンジン損失で大きな割合を占める「排気エネルギー」の回収と「摩擦損失」の低減
● 高精度ターボ過給機モデルの開発と高効率化
● 燃料改質技術を利用した排気エネルギー回収と燃焼改善
● 機械摩擦のメカニズム解明を通して、大幅な摩擦損失低減

SIP
チーム
構成

【排気エネルギー有効利用グループ】
早稲田大学、千葉大学、茨城大学、東京理科大学
【機械摩擦損失低減グループ】 東京都市大学、東工大、名城大、名
古屋大、東海大、東北大、九州大、福井大、香川大

アピールポイント （何が新しいか？何が凄いか？）

高効率化の頭打ちにつながる各種因子を考慮・解明して、損失低減・高効率化
● 非定常流、熱損失を考慮した高精度ターボ過給機モデルの開発
● 独自の電気改質、触媒改質技術による効率的回収
● 経験則に基づいていた摩擦損失メカニズムを詳細に解析

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 初年度
(H26.10-H27.3)

2年度
(H27.4-H28.3)

3年度
(H28.4-H29.3)

4年度
(H29.4-H30.3)

5年度
(H30.4-H31.3)

ターボ過給機

燃料改質

熱損失モデル 非定常流モデル
モデル検証、過給機損失
低減コンセプト立案

ENGシステムでの
コンセプト構築 過給機損失低減の検証

実験、計算準備
高効率化可能性
の明確化

単気筒ENGでの
高効率化

可視化計測による
数値モデル高精度化

多気筒ENGでの
高効率化

摩擦損失 摩擦評価法の見直しと確立 低摩擦プロトの設計 背反事象の改善 摩擦損失50%減の検証


